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Expressed Standards and Methodologies to Review the Educational Outcomes and 
Internal Quality Assurance Systems in Universities 
Yukimasa HAYATA and Takahiro SAITO 
What knowledge and ability students acquire until they complete a degree program has become a 
major problem in higher education. The Japanese government strongly requests that each university 
establish and improve an internal quality assurance system for its education and use an external 
quality assurance agency to develop a system for evaluating the effectiveness of its internal quality 
assurance system. Construct四g a functioning quality assurance system in universities and quality 
assurance agencies to enhance educational quality requires a precise measurement of students' 
educational achievement. External quality assurance agencies were studied via inter桐views to find 
trends in the standards and methodologies to explain educational outcomes and the functions of 


















































































































































































































































































































は「理念 目的に応じた・ 学生の受け入れ方針 J と
されているのに対し、新しい基準では「瑳念・目的を実
























































































ては、「基準7 管理運営j 中に、 f自己点検・評価のた
めの恒常的な体制が確立され、かっその結果を教育研究
をはじめ大学運営の改善・向上につなげる仕組みが構築























































































































表 II JIHEE 大学評価基準における「教育毘的・成果J、「自己点検・評価」に見る新基準と現行基準との比較
主主 準 項 目 評 価 の 視 占
新基準 現行基準 新恭準 現行基準
-単位認定、卒業・修了認 -教育課程の編成方針に即 -単位認定、進級及び卒業 -単位の認定、進級及び卒
定等 (2-4) して、体系的かつ適切に 修了認定等の基準の明確 業・修了の要件が適切に
教育課程が設定されてい 化とその厳正な運用 (2-4- 定められ、厳正に適用さ
ること (3叩2) () れているか (3-2 ④)
-キャリアガイダンス (2-5) -就職・巡学支援等の体総 教育課程内外を通じての -キャリア教育のための支
が整備され、適切に運営 社会的職業的自立に関 援体制が盤備されている
されていること (4-4) する指導のための体制の か (4-4四②)
挫備 (2-5-①)
-教育目的の迷成状況の詳 -教育目標の達成状況を点 -教育目的の達成状況を点 -学生の学資状況・資格取
価とフィードハック (2-6) 検評価するための努力 検-評価するための工夫 得・就職状況の調査、学






-自己点検・評価の適切性 -自己点検評価のための -大学の個性・特色に却し -教育研究活動をはじめ大
(4-1) 恒常的な体制古河主立され、 た自己点検・評価項目の 学運営の改善向上を図
かっその結果を教育研 設定 (4-1-①) るために、自己点検・評
究をはじめ大学運営の改 -自己点検・評価体制の適 佃iの恒常的な実施体制が
醤・向上につなげる仕組 切性 (4-1ω②) 援えられているか (7-3
自己点検・評価の誠実性 みが構築されていること -エピデンスに基づいた透 () 
(4-2) (7-3) 明性の高い自己点検評 自己点検・評価の結果を
価 (4-2 ①) 教育研究をはじめ大学運
-現状把握のための十分な 営の改善・向上につなげ
調査データの収集と分 る仕組みが構築され、か






















































































































6 I学習成果j と、そして現行の基準9 I教育の質の向
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